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文
学
者
と
美
術
家
が
互
い
の
芸
術
の
理
解
者
で
あ
る
の
は
、
同
じ
芸
術
家
で
あ
る
以
上
、
当
然
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
す
ぐ
に
、

川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
の
交
流
が
浮
ん
で
く
る
。
そ
し
て
川
端
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
一
流
の
文
学
者
は
美
術
品
の
よ
き
鑑
賞
者
で
も

あ
り
、
所
有
者
で
も
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
〈
理
想
〉
を
体
現
し
た
と
思
わ
れ
る
文
学
者
は
存
在
し
て
い
た
。
川
端
を
は
じ
め
、

「
芸
術
新
潮
」
に
特
集
が
組
ま
れ
た
志
賀
直
哉
、
小
林
秀
雄
な
ど
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う）

1
（

。

　

た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、
彼
ら
が
〈
理
想
〉
を
体
現
し
て
い
る
と
称
揚
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
、
昭

和
二
十
年
代
以
降
で
あ
る
こ
と
だ
。〈
理
想
〉
を
体
現
す
る
た
め
に
は
、
鑑
賞
す
る
眼
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
、
経
済
力

が
な
け
れ
ば
美
術
品
を
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
所
有
で
き
な
け
れ
ば
、
心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

〈
貧
乏
文
士
〉
に
〈
理
想
〉
が
体
現
で
き
る
は
ず
は
な
か
っ
た）

2
（

。

　

昭
和
二
十
年
以
前
に
お
い
て
、
美
術
品
の
蒐
集
家
で
あ
り
鑑
賞
者
の
代
表
的
な
存
在
と
し
て
あ
げ
る
べ
き
な
の
は
、〈
近
代
数
寄
者
〉
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〇

と
い
わ
れ
た
実
業
家
た
ち
だ
ろ
う
。
自
分
の
収
集
し
た
美
術
品
に
よ
っ
て
美
術
館
を
昭
和
戦
中
期
に
創
設
し
た
七
代
目
嘉
納
治
兵
衛
（
白

鶴
美
術
館
）、
根
津
嘉
一
郎
（
根
津
美
術
館
）、
戦
後
に
美
術
館
を
創
設
し
た
藤
田
伝
三
郎
、
平
太
郎
、
徳
次
郎
（
藤
田
美
術
館
）、
村
山

龍
平
（
香
雪
美
術
館
）、
小
林
一
三
（
逸
翁
美
術
館
）、
畠
山
一
清
（
畠
山
記
念
館
）、
湯
木
貞
一
（
湯
木
美
術
館
）、
そ
し
て
美
術
館
を
創

設
で
き
ず
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
国
宝
級
の
美
術
品
を
所
持
し
て
い
た
益
田
孝
（
鈍
翁
）
や
原
富
太
郎
（
三

渓
）
な
ど
、
そ
れ
こ
そ
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
、
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

彼
ら
は
〈
数
寄
者
〉
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
、「
道
具
と
茶
の
湯
が
と
こ
と
ん
好
き
で
た
ま
ら
な
い
」（
熊
倉
功
夫
「
は
じ
め
に
」『
近
代

数
寄
者
の
茶
の
湯
』『
熊
倉
功
夫
著
作
集
』
第
4
巻
、
思
文
閣
出
版
、
平
29
・
1
刊
）
人
々
だ
っ
た
。
彼
ら
は
ほ
し
く
て
た
ま
ら
な
く
な

れ
ば
、
道
具
を
購
入
す
る
の
に
金
に
糸
目
は
つ
け
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
藤
田
伝
三
郎
は
明
治
三
十
二
年
頃
に
手
に
入
れ
た
「
田
村
文
琳

茶
入
」
と
取
り
合
わ
せ
て
、
最
高
の
茶
会
を
す
る
た
め
に
は
「
交こ

う

趾ち

大お
お

亀が
め

香
合
」
が
必
要
で
あ
る
と
悟
っ
た
が
、
入
手
し
た
の
は
死
の
直

前
だ
っ
た
。
明
治
四
十
五
年
三
月
、
病
床
に
あ
っ
た
彼
は
出
入
り
の
道
具
商
に
売
立
て
会
の
入
札
を
依
頼
し
て
、
九
万
円
と
い
う
破
格
の

値
段
で
落
札
さ
せ
る
が
、
入
手
の
知
ら
せ
を
う
け
た
も
の
の
、
直
接
手
に
取
る
こ
と
も
な
く
病
死
し
て
い
る
（
前
野
絵
里
「
実
業
家
・
数

寄
者 

傳
三
郎
と
美
術
品
収
集
」「
茶
道
雑
誌
」
平
28
・
5
）。
こ
う
し
た
「
求
め
て
や
ま
ぬ
執
着
」（
熊
倉
、
前
掲
書
）
こ
そ
〈
近
代
数
寄

者
〉
た
ち
の
真
骨
頂
だ
っ
た
。

　

明
治
四
十
三
年
の
内
閣
総
理
大
臣
の
年
俸
が
一
万
二
〇
〇
〇
円
、
東
京
府
知
事
の
年
俸
が
四
五
〇
〇
円
で
あ
る）

3
（

。
九
万
円
が
い
か
に
破

格
の
値
段
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
大
正
四
年
に
は
じ
ま
っ
た
大
戦
景
気
、
バ
ブ
ル
期
に
入
る
と
、
彼
ら
の
投
入
す
る
金
額

は
も
う
一
桁
あ
が
っ
て
い
っ
た
。

　

大
正
七
年
一
月
に
船
成
金
山
本
唯
三
郎
が
三
五
万
三
〇
〇
〇
円
で
購
入
し
た
佐
竹
本
の
「
三
十
六
歌
仙
絵
巻
」
が
有
名
で
あ
る
。
熊
倉

功
夫
の
調
査
に
よ
れ
ば）

4
（

、
大
正
五
年
か
ら
九
年
に
か
け
て
の
高
額
取
引
上
位
三
〇
の
中
に
は
、「
名
物
曜
変
天
目
茶
碗
」
の
一
六
万
七
〇
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一

〇
〇
円
、「
圜
悟
墨
蹟
」
の
一
四
万
五
〇
〇
〇
円
、「
名
物
猿
若
茶
入
」
の
一
〇
万
円
、「
名
物
井
戸
茶
碗
『
老
僧
』」
の
九
万
一
一
〇
〇
円
、

「
利
休
尺
八
花
入
」
の
八
万
六
〇
〇
〇
円
が
並
ん
で
い
る
。
美
術
市
場
が
茶
道
具
を
軸
に
動
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
こ
の
傾

向
は
、
昭
和
戦
前
・
戦
中
期
も
続
く
の
で
あ
る
。

　

近
代
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
、〈
近
代
数
寄
者
〉
た
ち
は
美
術
市
場
の
覇
者
で
も
あ
っ
た
。
市
場
の
動
向
か
ら
見
れ
ば
、
彼
ら
が
日

本
近
代
の
〈
美
〉
の
本
流
を
担
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
の
特
徴
は
、
何
と
い
っ
て
も
、
現
在
、
美
術
品
に
分
類
し
て
い
る
も
の
を

茶
道
具
と
し
て
購
入
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
茶
人
で
あ
る
彼
ら
に
と
っ
て
、
美
術
品
は
鑑
賞
し
て
眺
め
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
茶
席
で
使
用
す
る
も
の
、
使
う
道
具
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

永
谷
健
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
業
家
に
と
っ
て
、
茶
の
湯
は
、
人
脈
を
形
成
す
る
社
交
の
場
、
秘
密
の
会
談
を
す
る
場
、
文
化

人
と
し
て
の
自
己
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
、
金
力
を
誇
示
す
る
場
を
提
供
し
て
く
れ
る
絶
好
の
文
化
資
本
だ
っ
た
の
で
あ
る
（「
実
業
家
文

化
の
戦
略
と
形
式
」『
富
豪
の
時
代　

実
業
エ
リ
ー
ト
と
近
代
日
本
』
新
曜
社
、
平
19
・
10
刊
）。

　

そ
う
し
た
場
を
提
供
で
き
ず
、〈
貧
乏
文
士
〉
と
い
う
蔑
称
が
つ
い
て
ま
わ
っ
て
い
た
日
本
近
代
の
文
学
者
が
実
業
家
と
の
社
会
的
な

接
点
を
ほ
と
ん
ど
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
の
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
二
五
種
の
茶
会
記
・
日
記
か
ら
実
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
実
態
を
分
析
し
た
齋
藤
康
彦
の
研
究
（『
近
代
数
寄
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

茶
の
湯
を
愛
し
た
実
業
家
た
ち
』
思
文
閣
出
版
、
平

24
・
1
刊
）
に
基
づ
け
ば
、
参
加
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
な
文
学
者
は
和
辻
哲
郎
だ
け
で
あ
る
。
和
辻
は
原
富
太
郎
の
長
男
善
一

郎
と
友
人
だ
っ
た
こ
と
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

文
学
者
は
経
済
力
が
な
い
た
め
に
、
主
流
の
美
術
市
場
に
参
入
で
き
ず
、
し
か
も
、
彼
ら
は
実
業
家
ほ
ど
に
茶
の
湯
に
耽
溺
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
当
時
の
〈
美
〉
の
本
流
か
ら
は
縁
遠
い
生
活
を
し
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
昭
和

二
十
年
代
以
降
に
は
、
一
転
し
て
、〈
美
〉
の
鑑
賞
者
・
所
有
者
と
し
て
、
一
目
置
か
れ
る
存
在
へ
と
変
貌
す
る
。
文
学
者
と
美
術
品
を
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め
ぐ
る
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
文
学
者
と
美
術
市
場
の
関
係
を
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
考
察
の
入
口
と
し
て
取
り
あ
げ
る
の
は
志
賀
直
哉
の
「
萬
暦
赤

絵
」（「
中
央
公
論
」
昭
8
・
9
）
で
あ
る
。
志
賀
は
自
ら
の
美
意
識
に
忠
実
な
鑑
賞
者
・
蒐
集
家
と
し
て
、
戦
後
期
に
な
る
と
確
実
に
評

価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
業
家
た
ち
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、

経
済
的
に
見
れ
ば
、
志
賀
は
実
業
家
と
〈
貧
乏
文
士
〉
の
中
間
に
位
置
し
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
の
位
置
で
ど
の
よ
う
な
美
意
識
を
発
揮
し
、

ど
の
よ
う
な
美
術
品
を
蒐
集
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
萬
暦
赤
絵
」
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
考
え
て
い
き
た
い
。

2

　
「
萬
暦
赤
絵
」
に
つ
い
て
、
阿
川
弘
之
は
志
賀
が
「
五
年
間
の
沈
黙
を
破
つ
て
世
に
問
ふ
作
品
と
い
ふ
の
で
、
文
壇
の
注
目
を
浴
び
た
」

が
、「
話
題
性
の
は
る
か
に
乏
し
い
も
の
」
だ
っ
た
と
し
て
、「
明
の
萬
暦
年
製
の
美
し
い
花
活
け
が
好
き
な
『
私
』
は
、
出
来
れ
ば
一
つ

求
め
た
い
気
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
つ
も
り
で
出
か
け
る
度
、
赤
絵
の
花
瓶
は
買
へ
ず
、
不
思
議
な
こ
と
に
犬
を
手
に
入
れ
て
帰
つ
て
来

る
羽
目
に
な
る
と
い
ふ
身
辺
物
語
で
あ
る
。」
と
要
約
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
八
年
に
表
面
化
し
た
弟
直
三
の
起
こ
し
た
「
手
形
の
乱
発

事
件）

5
（

」
に
ふ
れ
つ
つ
、「
作
者
自
ら
は
『
吞
気
な
も
の
』
と
言
つ
て
ゐ
る
短
篇
執
筆
の
裏
に
、
か
う
い
ふ
『
吞
気
で
な
い
』
事
情
が
介
在

し
て
ゐ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
（「『
萬
暦
赤
絵
』
と
『
阿
呆
傳
』」『
志
賀
直
哉　

上
』
岩
波
書
店
、
平
6
・
7
刊
）

　

一
見
、
穏
当
な
要
約
に
思
え
る
の
だ
が
、
こ
れ
で
は
「
私
」
が
「
赤
絵
の
花
瓶
」
を
本
気
に
な
れ
ば
、
い
つ
で
も
買
え
る
経
済
力
を
持

っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
作
中
で
、「
私
」
は
「
一
人
で
出
か
け
て
高
い
も
の
を
買
つ
て
来
て
も
知
ら
な
い
ぞ
」
と
「
家
内
」

に
言
い
放
っ
て
い
た
。
父
直
温
の
築
い
た
志
賀
家
の
経
済
力
を
想
起
し
た
読
者
が
、
こ
の
発
言
を
真
に
受
け
て
し
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
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六
三

い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
発
言
に
対
し
て
、「
家
内
」
が
「
買
ふ
お
金
が
あ
つ
た
ら
、
買
つ
て
い
ら
つ
し
や
い
」
と
反
応
し
た
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
挑
発
的
な
妻
の
切
り
返
し
は
「
私
」
の
懐
具
合
を
見
切
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
実
際
、「
私
」
に
は
山
中
商
会
の
目
録
に
掲

載
さ
れ
た
「
萬
暦
赤
絵
」
を
購
入
で
き
る
よ
う
な
経
済
力
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
山
中
商
会
に
つ
い
て
は
、
冨
田
昇
・
川
島
公
之
の
研
究
を
ふ
ま
え
た
永
井
善
久
が
「
山
中
商
会
は
清
朝
の
崩
壊
に
象
徴
さ

れ
る
中
国
社
会
の
激
動
期
に
、
名
品
の
数
々
を
買
い
漁
り
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
で
大
規
模
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
や

展
観
を
催
し
て
は
売
り
捌
き
、
世
界
的
な
中
国
鑑
賞
陶
磁
器
の
確
立
に
一
役
買
っ
た
の
で
あ
っ
た
。」（「『
萬
暦
赤
絵
』
論
│
│
満
州
・
支

那
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
中
国
鑑
賞
陶
磁
器
」（『〈
志
賀
直
哉
〉
の
軌
跡　

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
作
家
表
象
』
森
話
社
、
平
26
・
7
刊
）
と
的
確

に
整
理
し
て
い
る）

6
（

。

　

冨
田
昇
は
山
中
商
会
が
世
界
の
美
術
市
場
に
提
供
し
た
中
国
美
術
こ
そ
が
「
中
国
文
明
の
歩
み
を
そ
の
ま
ま
記
す
よ
う
な
正
統
的
文

物
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
文
物
が
紹
介
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
「
よ
う
や
く
辛
亥
革
命
前
後
か
ら
、
た
か
だ
か
こ
の
百
年
ほ
ど
の
こ
と

に
す
ぎ
な
い
」（「
プ
ロ
ロ
ー
グ　

す
べ
て
は
義
和
団
事
件
に
は
じ
ま
っ
た
」『
流
転 

清
朝
秘
宝
』
日
本
放
送
出
版
会
、
平
14
・
6
刊
）
こ

と
も
指
摘
し
て
い
た
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
志
賀
は
世
界
の
美
術
市
場
を
動
か
し
て
い
た
新
し
い
潮
流
に
、
日
本
に
い
な
が
ら
に
し
て
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、「
私
」
は
山
中
商
会
か
ら
目
録
を
送
ら
れ
て
も
、「
一
度
も
山
中
で
買
物
を
し
た
こ
と
は
な
」
か
っ
た
。
そ
し
て
、
今
回

も
同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
支
那
古
陶
金
石
展
観
」
は
、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
に
大
阪
美
術
俱
楽
部
で
開
催
さ

れ
た）

7
（

。
今
回
購
入
し
な
か
っ
た
の
は
、
次
節
で
確
認
す
る
よ
う
な
〈
美
的
〉
な
理
由
も
あ
る
が
、「
目
的
と
し
て
来
た
萬
暦
赤
絵
」
が
高

す
ぎ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
「
私
」
は
会
場
の
「
萬
暦
赤
絵
」
を
「
叮
嚀
に
一
つ
〳
〵
見
て
行
つ
た
が
、
い
く
ら
萬
暦
で
も
欲
し
い
も
の
と
、
欲
し
く
な
い
も
の
と
」
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に
分
か
れ
、「
五
彩
龍
方
尊
と
い
ふ
紙
札
の
つ
い
た
の
に
二
つ
い
い
」
も
の
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
し
か
し
、
値
段
が
「
壱
万
円
」
と

「
八
千
円
」
で
あ
る
た
め
に
、「
私
」
は
購
入
を
断
念
し
た
。「
私
」
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
兎
に
角
高
価
す
ぎ
る
。
此
値
が
一
ﾄ
桁
下
で

あ
つ
て
も
買
ふ
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
我
等
に
は
一
つ
そ
思
ひ
き
り
が
よ
か
つ
た
。
私
は
前
に
欲
し
い
と
思
つ
て
買
ふ
事
の
出

来
な
か
つ
た
石
濤
の
或
る
書
冊
を
憶
ひ
、
油
絵
で
は
硲
伊
之
助
君
に
勧
め
ら
れ
、
こ
れ
も
金
が
な
く
て
買
へ
な
か
つ
た
コ
ロ
ー
の
小
さ
い

風
景
画
を
想
つ
た
。
萬
暦
赤
絵
も
い
い
が
、
こ
ん
な
高
価
な
も
の
な
ら
ば
勿
論
自
分
は
石
濤
、
コ
ロ
ー
の
方
を
採
る
と
考
へ
た
。
予
想
の

違
つ
た
負
惜
み
か
も
知
れ
な
い）

8
（

」。

　
「
此
値
が
一
ﾄ

桁
下
で
あ
つ
て
も
買
ふ
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
我
等
」
と
あ
る
の
で
、「
私
」
に
は
一
〇
〇
〇
円
前
後
の
美
術

品
を
買
う
ゆ
と
り
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
記
述
通
り
と
す
れ
ば
、「
私
」
は
高
額
で
取
引
さ
れ
る
「
萬
暦
赤
絵
」
を
買
う
ほ
ど

の
経
済
力
を
も
と
も
と
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、「
私
」
は
〈
ち
ょ
っ
と
、
見
る
だ
け
〉
の
ウ
ィ
ン
ド
ー
・
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
し
に
出
か
け
た
の
だ
。「
家
内
」
の
言
葉
は
正
鵠
を
得
た
も
の
だ
っ
た
。

　
「
私
」
が
「
兎
に
角
高
価
す
ぎ
る
。」
と
非
難
し
た
「
萬
暦
赤
絵
」
の
相
場
を
確
か
め
て
見
た
い
。
瀬
木
慎
一
編
『
東
京
美
術
市
場
史
』

（
東
京
美
術
俱
楽
部
、
昭
54
・
12
刊
）
の
入
札
記
録
に
記
載
が
あ
っ
た
「
萬
暦
赤
絵
」
の
花
瓶
は
一
例
だ
け
だ
っ
た
。
昭
和
八
年
十
月
十

一
日
に
行
な
わ
れ
た
「
続
雙
軒
庵
美
術
集
成
入
札
」
で
、「
萬
暦
赤
絵
中
蕪
尊
式
花
瓶
」
が
五
万
三
一
〇
〇
円
で
入
札
さ
れ
て
い
た
。
市

場
は
茶
道
具
を
軸
に
動
い
て
い
る
の
で
、
花
瓶
の
出
品
が
少
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、「
萬
暦
赤
絵
」
の
花
入
と
水
指
も
確

認
し
て
お
こ
う
。

萬
暦
赤
絵
舛
水
指
…
…
二
八
〇
〇
円
（
大
6
・
10
・
8
、
第
二
回
赤
星
家
所
蔵
品
入
札
会
）

萬
暦
赤
絵
四
方
花
入
…
…
一
万
二
〇
〇
〇
円
（
大
8
・
3
・
27
、
遠
野
藩
主
男
爵
南
部
家
御
蔵
器
入
札
）

萬
暦
赤
絵
枡
水
指
…
…
一
万
五
二
〇
〇
円
（
大
12
・
5
・
14
、
早
川
家
御
所
蔵
品
入
札
）
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五

萬
暦
赤
絵
花
入
…
…
一
一
五
九
円
（
大
13
・
12
・
8
、
吉
田
楓
軒
蔵
品
入
札
）

萬
暦
赤
絵
輪
花
形
共
蓋
水
指
…
…
二
八
三
九
円
（
昭
6
・
10
・
26
、
松
浦
伯
爵
家
蔵
品
入
札
）

萬
暦
赤
絵
枡
水
指
…
…
五
三
〇
〇
円
（
昭
7
・
12
・
29
、
某
大
家
御
蔵
品
入
札
）

萬
暦
赤
絵
枡
水
指
…
…
一
万
六
六
〇
〇
円
（
昭
10
・
11
・
9
、
福
田　

山
王
荘
蔵
品
展
観
入
札
会
）

萬
暦
赤
絵
花
鳥
絵
角
水
指
…
…
五
八
九
〇
円
（
昭
12
・
4
・
13
、
香
雪
斎
蔵
品
展
観
入
札
会
）

萬
暦
赤
絵
柑
子
口
花
入
…
…
七
一
〇
〇
円
（
昭
12
・
5
・
23
、
愛
楳
居
蔵
品
展
観
入
札
）

萬
暦
赤
絵
象
耳
花
入
…
…
一
五
八
〇
円
（
同
前
）

萬
暦
赤
絵
輪
花
人
物
絵
水
指
…
…
一
万
三
六
〇
〇
円
（
昭
15
・
6
・
12
、
松
筠
亭
鴻
池
男
爵
家
蔵
品
展
観
入
札
会
、「
共
蓋
」）

萬
暦
赤
絵
獅
子
摘
共
蓋
水
指
…
…
八
〇
〇
〇
円
（
昭
15
・
10
・
25
、
旧
大
名
某
家
所
蔵
品
入
札
）

　

山
中
商
会
は
鑑
賞
陶
器
と
し
て
の
値
段
な
の
で
、
入
札
会
の
茶
道
具
の
値
段
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
花
入
・
水
指

と
花
瓶
を
同
じ
よ
う
に
は
扱
え
な
い
。
し
か
し
、「
五
彩
龍
方
尊
」
が
突
出
し
て
高
価
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

一
〇
〇
〇
円
も
投
資
で
き
な
い
「
私
」
に
は
ど
の
「
萬
暦
赤
絵
」
で
あ
ろ
う
と
も
無
用
の
長
物
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
私
」
は
投
資
で
き
な
い
人
々
の
存
在
を
「
我
等
」
と
表
現
し
て
、
一
定
の
階
層
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
だ
が
、「
我

等
」
と
は
誰
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
円
本
ブ
ー
ム
の
反
動
に
よ
る
市
場
の
縮
小
の
直
撃
を
受
け
て
い
た）

9
（

小
説
家
は
、
数
十
円

台
の
も
の
で
も
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
当
時
の
文
学
者
た
ち
は
「
我
等
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
生

活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
原
稿
の
売
り
込
み
に
必
死
と
な
っ
て
い
た
文
学
者
た
ち
が
志
賀
を
「
我
等
」
の
一
員
と
考
え
て
い
た
と
は
と
て
も
思

わ
れ
な
い
。
実
際
こ
の
こ
ろ
、
志
賀
は
金
銭
的
に
余
裕
の
あ
る
資
産
家
と
し
て
、
経
済
的
に
行
き
詰
ま
っ
た
友
人
た
ち
か
ら
の
借
金
の
申

込
み
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た）

10
（

。
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そ
し
て
、「
我
等
」
が
い
る
以
上
、〈
彼
ら
〉
の
存
在
も
気
に
な
っ
て
く
る
。
高
価
な
「
萬
暦
赤
絵
」
を
購
入
で
き
る
〈
彼
ら
〉
と
は
誰

な
の
だ
ろ
う
か
。
作
中
で
は
、〈
彼
ら
〉
と
お
ぼ
し
き
人
物
が
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
。「
大
阪
に
親
の
代
か
ら
の
家
が
あ
り
、
現
在

で
は
蘆
屋
、
御
影
辺
に
大
き
な
別
荘
を
作
つ
て
住
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な
金
持
風
の
夫
婦
者
な
ど
に
は
骨
董
屋
が
主
人
と
細
君
と
に
一

人
づ
つ
つ
い
て
説
明
し
て
ゐ
た
。
か
う
い
ふ
の
は
主
人
が
肥
つ
て
ゐ
る
と
細
君
の
方
が
瘠
せ
て
ゐ
る
し
、
主
人
が
瘠
せ
て
ゐ
る
と
細
君
の

方
が
で
つ
ぷ
り
と
い
い
体
格
を
し
て
ゐ
る
の
が
多
か
つ
た
。
細
君
は
も
う
若
く
は
な
い
が
、
二
タ
重
あ
ご
で
可
愛
い
顔
を
し
て
ゐ
る
。
英

語
でW

ell-fed

│
│
此
感
じ
は
悪
く
な
い
。
細
君
に
苦
労
を
か
け
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
の
は
兎
に
角
い
い
事
の
一
つ
だ
」。

　

自
ら
は
働
か
ず
、
株
式
な
ど
の
金
融
資
産
で
裕
福
に
暮
ら
す
〈
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
〉
に
対
す
る
皮
肉
な
視
線
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、

昭
和
八
年
と
い
う
発
表
年
を
考
え
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
記
述
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
か
ら
始
ま
り
、
世

界
恐
慌
の
波
及
、
昭
和
五
年
以
降
の
昭
和
恐
慌
と
続
く
経
済
的
危
機
が
も
た
ら
し
た
事
態
を
全
く
無
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

昭
和
初
年
代
に
お
い
て
、
親
の
財
産
を
当
て
に
し
て
い
た
「
金
持
風
の
夫
婦
者
」
の
運
命
が
大
き
く
変
転
す
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
で
、

「
細
君
に
苦
労
を
か
け
」
る
よ
う
に
な
っ
た
「
主
人
」
が
何
人
も
出
た
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
金
融
恐
慌
で
は
、
十
五
銀
行
・
村
井

銀
行
な
ど
が
破
綻
し
、
そ
の
結
果
、
松
方
侯
爵
家
・
島
津
公
爵
家
・
村
井
家
が
美
術
品
の
売
立
て
な
ど
の
財
産
処
分
を
行
な
っ
て
、
負
債

を
償
却
し
て
い
た）

11
（

。

　

そ
う
し
た
社
会
状
況
を
無
視
し
た
よ
う
に
語
る
「
私
」
は
、
金
に
困
ら
な
い
〈
彼
ら
〉
と
は
異
な
っ
て
、
自
ら
の
欲
望
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
分
相
応
に
美
術
品
を
購
入
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
い
る
と
も
語
っ
て
い
た
。

（
前
略
）
家
内
は
私
が
何
か
欲
し
い
思
ふ
と
、
あ
と
さ
き
考
へ
ず
買
ふ
方
だ
と
思
込
ん
で
ゐ
る
。
亡
父
も
亡
く
な
る
数
日
前
に
そ
の

こ
と
を
云
つ
た
。「
骨
董
な
ど
、
余
り
買
は
ぬ
が
い
い
ぞ
」
丈
夫
な
時
に
は
少
し
ば
か
り
あ
る
私
の
所
蔵
品
を
見
せ
る
と
、
い
い
と

か
悪
い
と
か
機
嫌
よ
く
見
て
ゐ
た
父
が
、
真
面
目
に
こ
ん
な
こ
と
を
云
ひ
だ
し
た
の
は
少
し
淋
し
か
つ
た
。
私
は
安
心
す
る
や
う
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「
無
理
算
段
を
し
て
ま
で
買
ふ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
も
の
は
欲
し
い
が
、
後
に
借
金
に
附
き
ま
と
は
れ
る
の
は
苦
痛
で
す
か
ら
、

さ
う
無
茶
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
大
丈
夫
で
す
」
と
云
つ
た
。
父
は
「
ど
う
だ
か
」
と
、
そ
の
ま
ま
黙
つ
て
了
つ
た
。
云
こ
と
を
信

用
さ
れ
な
か
つ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
い
い
記
憶
で
私
に
残
つ
て
ゐ
る
。
安
心
さ
せ
る
為
め
に
私
は
い
い
加
減
な
こ
と
を
云
つ
た
つ

も
り
は
な
か
つ
た
が
、
父
の
「
ど
う
だ
か
」
に
も
感
じ
が
あ
つ
た
。

　

身
内
か
ら
〈
山
っ
気
〉
の
あ
る
こ
と
を
疑
わ
れ
て
、
心
外
に
思
っ
て
い
る
大
変
堅
実
な
美
術
品
蒐
集
家
の
姿
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。

ま
る
で
自
分
の
小
遣
い
で
購
入
で
き
る
範
囲
で
収
集
す
る
中
流
階
層
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
私
」
の
姿
は
、
後
年
の

座
談
会
（「
志
賀
直
哉
日
記
を
め
ぐ
つ
て
」「
心
」
昭
33
・
6
）
で
志
賀
が
語
る
父
直
温
の
姿
に
重
な
っ
て
く
る
。「
親
父
と
い
ふ
の
は
律

義
だ
か
ら
（
中
略
）
ち
つ
と
も
私
し
て
ゐ
な
い
ん
だ
。
そ
れ
で
自
分
の
色
々
な
こ
と
は
み
ん
な
自
分
の
サ
ラ
リ
ー
で
や
つ
て
ゐ
る
ん
だ
よ
。

美
術
品
買
つ
た
つ
て
何
だ
つ
て
、
自
家
の
財
産
は
自
分
の
も
の
と
思
は
な
い
ん
だ
ね
」。

　

し
か
し
、
問
題
は
直
温
が
「
律
義
」
に
手
堅
く
美
術
品
を
収
集
し
て
い
た
に
せ
よ
、
あ
る
レ
ベ
ル
を
超
え
た
資
産
家
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
志
賀
直
哉
の
明
治
四
十
五
年
四
月
七
日
の
日
記
に
は
、
直
温
か
ら
志
賀
家
の
財
産
が
「
六
十
万
を
越
し
た
」
こ
と
を
説
明
さ
れ
た
と

あ
り
、
大
正
五
年
十
月
七
日
の
「
時
事
新
報
」
附
録
「
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
」
に
、
直
温
は
「
五
十
万
円
」
ク
ラ
ス
の
資
産
家

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

志
賀
は
原
稿
料
や
印
税
収
入
で
は
自
立
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で）

12
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、
離
籍
し
た
際
に
父
か
ら
分
与
さ
れ
た
資
産
に
よ
っ
て
生

計
を
立
て
て
い
た
は
ず
だ
。
ど
う
見
て
も
、
志
賀
＝
「
私
」
は
〈
彼
ら
〉
の
側
の
人
間
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
志
賀
＝
「
私
」
が
〈
彼

ら
〉
と
一
線
を
画
そ
う
と
す
る
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
分
の
経
済
力
が
〈
彼
ら
〉
の
中
で
も
最
低
ラ
ン
ク
だ
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
「
全
国
五
十
万
円
以
上
資
産
家
表
」
の
ト
ッ
プ
は
「
二
億
円
以
上
」
の
岩
崎
久
弥
・
小
弥
太
、
三
井
八
郎
衛
門
高
棟
で
あ
り
、
続
く
の
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は
「
七
千
万
円
」
の
安
田
善
次
郎
、「
六
千
万
円
」
の
古
河
虎
之
助
で
あ
る
。
同
じ
資
産
家
と
い
っ
て
も
、
天
と
地
ほ
ど
に
差
が
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
志
賀
が
直
温
か
ら
贈
ら
れ
た
資
産
に
よ
っ
て
、
文
学
者
の
中
で
抜
き
ん
で
た
経
済
力
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
、
自
ず

と
限
定
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
私
」
は
堅
実
な
方
針
で
美
術
品
を
収
集
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
、

昭
和
初
年
代
の
志
賀
の
経
済
状
態
を
確
認
し
て
お
こ
う）

13
（

。

　

阿
川
弘
之
は
「
昭
和
三
年
ま
で
の
、
奈
良
の
志
賀
家
は
、
人
が
想
像
す
る
ほ
ど
裕
福
で
は
な
か
つ
た
。」（「
昭
和
初
年
」『
志
賀
直
哉　

上
』）
と
総
括
し
た
。
そ
れ
を
変
え
た
の
は
円
本
の
印
税
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
印
税
率
を
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
計
算
す
る
と
、
昭
和

三
年
に
改
造
社
の
「
現
代
日
本
文
学
全
集
」
で
二
万
円
程
度
、
翌
年
に
春
陽
堂
の
「
明
治
大
正
文
学
全
集
」
で
一
万
円
程
度
の
印
税
収
入

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
金
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
奈
良
の
上
高
畑
に
四
百
坪
の
土
地
を
買
っ
て
家
を
新
築
し
て
い
た
際
の
土
地
代
・

建
築
費
・
税
金
な
ど
に
よ
っ
て
、
手
も
と
に
は
そ
れ
ほ
ど
残
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
印
税
が
手
付
か
ず
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
三
万
円
程
度
で
は
「
萬
暦
赤
絵
」
の
花
瓶
を
欲
望
の
ま
ま
に
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
ろ
う
。

　

昭
和
四
年
二
月
に
父
直
温
が
病
死
し
て
遺
産
が
入
る
。
志
賀
は
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
相
続
す
る
が
、
全
財
産
が
相
続
者
全
員
の
共
有
信

託
と
な
り
、
月
々
の
配
当
を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
財
産
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
日
記
や
書
簡
を
見
る
限

り
、
相
続
に
よ
っ
て
、
志
賀
の
経
済
状
態
が
向
上
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　

昭
和
六
年
五
月
四
日
に
日
記
に
は
「
金
が
一
文
無
し
」
で
税
金
が
払
え
ず
、
税
務
署
か
ら
督
促
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
八
年
十
月
二
十
一
日
の
日
記
の
「M

EM
O

」
欄
に
「
此
秋
は
何
年
ぶ
り
か
で
、
経
済
マ
イ
ナ
ス
に
な
ら
ず
、
キ
チ
〳
〵
一
杯
で
過

ご
せ
さ
う
な
り
」
と
あ
っ
て
、
余
裕
の
な
い
経
済
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
余
裕
が
生
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
十
二

年
で
あ
る
。
瀧
井
孝
作
宛
書
簡
に
「
無
理
を
し
な
い
事
大
切
、
さ
う
い
ふ
事
で
若
し
金
が
要
る
事
あ
つ
た
ら
云
つ
て
く
れ
玉
へ
、
僕
も
去

年
一
昨
年
は
大
分
弱
つ
た
が
、
漸
く
一
ﾄ
節
ぬ
け
た
感
じ
だ
」（
昭
12
・
4
・
21
付
）
と
あ
っ
た
。
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〈
彼
ら
〉
の
側
に
い
る
べ
き
「
私
」
は
、
経
済
力
不
足
か
ら
〈
彼
ら
〉
の
一
員
に
な
れ
ず
、
無
理
矢
理
「
我
等
」
を
作
っ
た
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、「
私
」／「
我
等
」
の
美
意
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、〈
彼
ら
〉
と
は
ど
う
異
な
っ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

3

　
「
私
」
は
会
場
に
行
っ
て
、
第
一
室
か
ら
見
学
を
始
め
る
が
、
批
判
的
な
感
想
が
目
立
っ
て
い
た
。「
第
一
室
は
康
熙
、
乾
隆
、
嘉
慶
の

も
の
、
殊
に
官
窯
と
い
ふ
も
の
に
は
技
巧
の
繊
細
を
極
め
た
も
の
が
多
か
つ
た
。
こ
れ
ら
は
私
に
は
分
ら
な
い
。
謙
遜
し
て
云
へ
ば
さ
う

だ
が
、
正
直
に
云
へ
ば
下
ら
な
い
と
思
つ
た
。」
と
言
い
放
っ
て
い
た
。「
或
る
陶
工
」
の
「
完
全
な
一
つ
を
得
る
為
め
に
」
は
「
何
十
」

も
の
無
駄
が
必
要
で
、
そ
れ
で
は
「
商
売
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
北
平
」（
北
京
）
を
訪
れ
た
、

織
物
工
芸
家
の
龍
村
平
蔵
が
「
陶
器
に
は
驚
い
た
」
と
語
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、「
私
は
そ
ん
な
も
の
か
と
思
つ
た
。
尤
も
龍
村
氏
も

『
そ
れ
を
好
む
と
好
ま
ぬ
は
別
の
問
題
で
す
が
』
と
云
つ
て
ゐ
た
。
私
は
好
ま
ぬ
上
に
、
そ
の
驚
く
べ
き
技
巧
と
い
ふ
も
の
に
も
甚
だ
懐

疑
的
で
あ
る
か
ら
、
其
後
、
北
平
の
武
英
殿
で
そ
れ
ら
の
逸
品
を
沢
山
見
せ
ら
れ
て
も
何
の
感
動
を
も
受
け
な
か
つ
た
。」
と
、
き
び
し

く
批
判
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
西
洋
人
が
甚
く
珍
重
す
る
と
い
ふ
古
月
軒
の
鉢
」
に
つ
い
て
は
、「
絵
が
う
ま
い
だ
け
に
、
絵
と
し
て
見
る
べ
き
か
、
陶
器

と
し
て
見
る
べ
き
か
何
方
つ
か
ず
だ
。（
中
略
）
要
す
る
に
紙
に
描
い
た
や
う
に
陶
器
に
描
い
て
あ
る
と
い
う
点
を
珍
重
す
べ
き
だ
ら
う

が
、
そ
の
事
に
興
味
が
な
い
と
、
こ
れ
は
甚
だ
無
意
味
な
も
の
に
な
る
。
そ
ん
な
事
は
一
つ
の
芸
当
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
。」
と
否
定
的

な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。
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「
私
」
は
基
本
的
に
鑑
賞
陶
器
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
で
に
確
認
し
た
「
萬
暦
赤
絵
」
に
対
す
る
評
価
が
低
か
っ
た
の
は
、

値
段
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
先
ほ
ど
の
引
用
で
は
省
い
た
が
、「
叮
嚀
に
一
つ
〳
〵
見
て
行
つ
た
が
、
い
く
ら
萬
暦

で
も
欲
し
い
も
の
と
、
欲
し
く
な
い
も
の
と
が
あ
つ
た
。
そ
れ
に
何
れ
も
完
全
過
ぎ
て
、
我
等
の
手
に
は
合
ひ
さ
う
に
も
な
か
つ
た
。」

と
あ
っ
た
。「
私
」
は
鑑
賞
陶
器
の
「
技
巧
の
繊
細
」
の
極
致
、「
完
全
過
ぎ
」
る
出
来
栄
え
を
嫌
悪
し
て
い
た
の
で
あ
る
。「
私
」／「
我

等
」
が
魅
惑
さ
れ
る
の
は
、〈
不
完
全
の
美
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
作
品
の
冒
頭
で
、「
私
」
は
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
た
。「
私
」
は
「
京
都
の
博
物
館
」
に
展
示
さ
れ
た
「
京
都
府
本
能
寺

寄
託
、
鳳
凰
色
絵
花
瓶
」
を
愛
好
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
花
瓶
は
「
新
し
い
物
な
ら
撥
物
」
と
な
る
ほ
ど
、「
焼
い
た
時

の
曲
り
」
が
あ
り
、「
坐
り
の
悪
い
」
う
え
に
、「
口
の
部
分
の
中
程
が
ぽ
つ
か
り
破わ

れ
、
あ
と
が
漆
つ
ぎ
で
赤
く
一
線
に
な
つ
て
残
つ
て

ゐ
る
」
も
の
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
、「
私
」
は
「
親
し
み
を
感
じ
て
ゐ
る
」
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
梅
原
龍
三
郎
の
所
蔵
す
る
「
萬
暦
の
花

瓶
」
に
言
及
し
て
、
こ
れ
も
「
幾
つ
に
も
破
れ
た
の
を
漆
で
修
繕
し
て
あ
る
」
が
、
お
そ
ら
く
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
私
」
は
「
美
し
い
も
の

に
思
つ
た
」
は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
、
作
品
の
最
後
で
、「
満
鉄
」
か
ら
「
冬
の
満
州
を
見
に
来
ぬ
か
」
と
い
う
「
勧
誘
」
が
あ
り
、
仲
介
者
か
ら
は
「
年
の
暮
に
は

金
が
要
る
の
で
、
色
々
な
物
を
人
が
売
り
ま
す
か
ら
、
骨
董
な
ど
も
大
変
安
く
」
な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ
た
。「
私
」
は
「
山
中
の
展
観

で
見
た
萬
暦
赤
絵
の
話
」
を
し
て
、「
完
全
な
も
の
」
に
興
味
が
な
い
と
答
え
た
。
し
か
し
、
仲
介
者
が
「
完
全
な
の
は
北
京
で
も
瑠
璃

廠
あ
た
り
へ
出
る
前
に
、
山
中
で
買
つ
て
了
ふ
ら
し
い
の
で
す
。
け
れ
ど
も
多
少
不
完
全
で
よ
ろ
し
か
つ
た
ら
、
今
の
お
話
の
恐
ら
く
十

分
の
一
で
手
に
は
ひ
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。」
と
説
明
す
る
と
、
心
が
動
く
こ
と
に
な
る
。
値
段
が
安
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う

が
、「
私
」
が
「
不
完
全
」
さ
に
惹
か
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　
〈
不
完
全
の
美
〉
に
惹
か
れ
る
「
我
等
」
に
は
、「
茶
人
や
骨
董
屋
」
│
│
〈
近
代
数
寄
者
〉
や
そ
の
取
り
巻
き
は
入
っ
て
い
な
い
だ
ろ
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う
。
と
い
う
の
も
、「
鳳
凰
色
絵
花
瓶
」
と
「
同
じ
室
」
に
展
示
さ
れ
て
い
た
、「
茶
人
や
骨
董
屋
の
標
準
で
は
恐
ら
く
最
高
の
花
瓶
」、

「『
万
声
』
と
い
ふ
銘
の
山
科
毘
沙
門
堂
出
陳
の
青
磁
花
生
」
に
つ
い
て
、「
親
し
み
を
感
じ
て
」
い
な
い
と
述
べ
て
い
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
行
く
と
、「
我
等
」
と
は
誰
か
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。
経
済
力
は
〈
近
代
数
寄
者
〉
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、

〈
不
完
全
な
美
〉
に
惹
か
れ
、「
茶
人
」
と
は
一
線
を
画
し
、「
骨
董
屋
」
に
は
頼
ら
ず
に
、
世
界
的
に
流
行
し
て
い
た
鑑
賞
陶
器
と
し
て

の
中
国
陶
磁
器
を
手
放
し
で
は
礼
賛
せ
ず
、
自
ら
の
審
美
眼
を
信
ず
る
人
々
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

お
そ
ら
く
、
梅
原
龍
三
郎
は
入
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、「
私
達
の
中
で
は
武
者
小
路
が
砡
に
興
味
を
持
ち
、
私
も
屹
度
興
味
を
持

つ
に
違
ひ
な
い
と
云
つ
て
ゐ
た
事
が
あ
る
。」
と
あ
る
の
で
、
武
者
小
路
実
篤
も
「
我
等
」
の
一
人
だ
ろ
う
。「
満
州
旅
行
」
を
す
る
仲
間

と
し
て
指
名
し
た
里
見
弴
や
佐
藤
春
夫
も
「
我
等
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

だ
が
、
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
は
柳
宗
悦
を
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
作
中
で
は
、
梅
原
の
「
萬
暦
の
花
瓶
」
の
真
贋
に
疑
問

を
呈
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
民
芸
を
主
唱
し
て
い
た
柳
が
官
窯
か
ら
生
れ
た
「
技
巧
の
繊
細
」
の
極
致
、「
完
全
過
ぎ
」
る
出
来

栄
え
を
認
め
る
は
ず
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
柳
の
、「
戦
前
ま
で
私
が
支
払
っ
た
最
高
の
金
額
は
僅
か
に
一
個
九
百
円
で
あ

る
。
そ
う
い
う
も
の
す
ら
実
は
一
個
よ
り
な
く
、
あ
と
三
、
四
百
円
代
の
も
の
が
十
数
点
も
あ
ろ
う
か
。
あ
と
は
皆
百
円
以
下
、
中
に
は

十
銭
、
五
銭
と
い
う
も
の
が
あ
る
。」（「
民
藝
と
雪
舟
」「
日
本
民
藝
」
昭
25
・
12
。
引
用
は
ち
く
ま
学
芸
文
庫
『
柳
宗
悦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

2　

も
の
』
平
23
・
2
刊
に
よ
る
）
と
い
う
回
想
か
ら
す
れ
ば
、
経
済
力
か
ら
い
っ
て
も
「
我
等
」
に
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。

　

柳
は
「
工
藝
の
美
」（「
大
調
和
」
昭
2
・
4
、
引
用
は
岩
波
文
庫
『
民
藝
四
十
年
』
平
28
・
6
刊
、
第
31
刷
に
よ
る
）
の
中
で
こ
う
述

べ
て
い
た
。「
あ
の
牀ゆ

か

に
休
む
飾
物
は
概
し
て
弱
い
で
は
な
い
か
、
脆
い
で
は
な
い
か
。
働
き
手
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
用
に
遠
い
が

故
に
美
に
も
ま
た
遠
い
。
丹
念
と
か
精
緻
と
か
の
趣
き
は
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
畢
竟
技
巧
の
遊
戯
に
落
ち
る
。
美
の
病
は
多
く
技
巧
よ

り
入
る
と
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
健
康
が
な
い
の
は
質
素
な
暮
し
に
適
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
貧
し
さ
や
働
き
に
堪
え
な
い
も
の
は
、
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ま
た
美
に
も
堪
え
ぬ
。
益
な
き
も
の
を
作
る
の
は
、
美
を
乱
す
所
以
と
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
つ
て
あ
の
『
大お

お

名め
い

物ぶ
つ

』
は
貧
し
い
日
常
の

用
器
に
過
ぎ
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
あ
の
茶
人
た
ち
が
賤
が
家
に
炉
を
切
っ
て
、
簡
素
な
器
で
茶
を
点
て
た
時
、
聖
貧
の
徳
に
宇
宙
の

美
を
味
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
茶
器
へ
の
讃
美
は
働
く
器
へ
の
讃
美
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
と
も
と
雑
器
で
あ
っ
た
で
は
な
い
か
。
貧
し

き
器
、
あ
の
『
下げ

手て

』
と
蔑
ま
れ
る
器
は
、
不
思
議
に
も
美
し
い
器
た
る
運
命
を
受
け
る
」。

　

柳
は
後
年
の
文
章
で
、
岡
倉
天
心
『
茶
の
本
』
の
「
真
の
美
は
た
だ
『
不
完
全
』
を
心
の
中
に
完
成
す
る
人
に
よ
っ
て
の
み
見
い
だ
さ

れ
る
。」（
引
用
は
岩
波
文
庫
、
平
26
・
12
刊
、
第
115
刷
に
よ
る
）
と
い
う
主
張
を
ふ
ま
え
て
、「
凡
て
は
『
整
わ
ざ
る
様
』、『
き
ち
ん
と

割
り
切
れ
て
い
な
い
姿
』、
つ
ま
り
完
全
で
な
い
様
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
茶
人
た
ち
は
そ
こ
に
無
量
の
美
を
見
て
と
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
天
心
は
『
不
完
全
の
美
』
と
呼
ん
だ
。」（「
奇
数
の
美
」『
柳
宗
悦
選
集
』
第
6
巻
、
昭
30
・
6
刊
。
引
用
は
『
柳
宗
悦 

茶
道
論

集
』
岩
波
文
庫
、
平
26
・
2
刊
、
第
15
刷
に
よ
る
）
と
述
べ
て
い
た
。

　

志
賀
が
「
完
全
」
を
嫌
悪
し
て
、〈
不
完
全
の
美
〉
を
称
揚
す
る
の
は
、
柳
経
由
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
が
、
昭
和
四
年
三
月
に
岩
波

文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、
日
本
お
い
て
普
及
し
た
『
茶
の
本
』
に
触
発
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
私
」
は
鑑
賞
陶
器
の
「
技
巧
の
繊
細
」
の
極
致
、「
完
全
過
ぎ
る
」
出
来
栄
え
を
嫌
悪
し
て
い
た
が
、
柳
の
言
説
か
ら
露
呈
し
て
い
る

よ
う
に
、
感
性
と
し
て
は
茶
人
と
共
通
し
て
い
た）

14
（

。
実
は
、〈
彼
ら
〉
の
は
ず
の
〈
近
代
数
寄
者
〉
た
ち
も
鑑
賞
陶
器
を
評
価
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
国
美
術
を
中
心
に
古
美
術
を
商
っ
て
い
た
広
田
不
孤
齋
の
回
想
「
北
京
往
来
」（『
歩
い
た
道
』
求
龍

堂
出
版
部
、
昭
27
・
5
刊
）
に
こ
う
あ
っ
た）

15
（

。

　

排
日
の
北
京
へ
貴
族
院
議
員
の
方
々
が
清
浦
奎
吾
伯
を
団
長
に
二
十
数
名
視
察
に
来
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、

永
田
秀
次
郎
、
根
津
嘉
一
郎
、
石
渡
元
蔵
相
の
父
君
（
敏
一
）
等
其
他
来
北
の
方
々
の
中
に
お
茶
人
も
数
名
居
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

石
渡
敏
一
さ
ん
に
は
日
頃
御
贔
屓
に
な
つ
て
ゐ
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
石
渡
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
つ
て
、
ホ
テ
ル
に
来
て
く
れ
と
の
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こ
と
で
、
出
か
け
て
行
き
ま
す
と
、
石
渡
さ
ん
の
話
に
、
昨
日
貴
族
院
の
お
茶
人
連
中
と
七
八
人
で
武
英
殿
（
博
物
館
）
に
行
つ
た

所
、
中
を
見
て
廻
り
、
根
津
さ
ん
始
め
お
茶
人
連
中
が
大
し
た
も
の
が
無
い
ナ
ア
、
お
茶
に
使
へ
る
物
が
一
点
も
な
い
、
い
つ
ぞ
や

春
海
も
さ
う
言
ふ
て
居
つ
た
、
と
ろ
く
に
見
も
せ
ず
サ
ッ
サ
と
出
て
、
中
華
料
理
で
も
食
べ
に
行
か
う
か
と
急
き
立
て
ら
れ
て
、
仕

方
な
く
後
か
ら
つ
い
て
出
た
が
、
今
日
は
君
の
案
内
で
一
日
ゆ
つ
く
り
と
見
た
い
か
ら
、
一
緒
に
行
つ
て
く
れ
と
の
こ
と
で
、
弁
当

持
参
で
朝
か
ら
出
か
け
て
終
日
参
観
し
て
帰
つ
て
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

根
津
さ
ん
程
の
名
品
を
数
々
集
め
た
人
が
中
に
居
ら
れ
て
さ
へ
も
、
茶
と
い
ふ
立
場
か
ら
見
て
ゐ
ら
れ
た
か
と
思
ふ
と
、
成
る
程

伝
世
物
で
も
茶
に
使
へ
ぬ
物
は
無
論
の
こ
と
、
墓
か
ら
発
掘
し
た
美
術
品
に
至
つ
て
は
、
一
般
に
理
解
さ
れ
ず
嫌
は
れ
る
わ
け
で
す
。

根
津
さ
ん
も
、
後
年
は
発
掘
物
の
三
代
の
名
銅
器
、
古
鏡
、
鍍
金
仏
、
石
仏
、
鑑
賞
陶
磁
等
世
界
的
に
優
れ
た
も
の
の
蒐
集
家
に
な

ら
れ
ま
し
た
が
、
美
術
愛
好
家
の
有
力
者
は
殆
ん
ど
茶
に
凝
り
固
ま
つ
て
居
ら
れ
た
か
ら
、
古
新
聞
や
藁
包
で
中
国
か
ら
持
つ
て
帰

つ
た
、
茶
に
使
へ
ぬ
品
や
発
掘
品
を
売
る
の
に
、
骨
が
折
れ
た
わ
け
で
す
。
当
時
は
発
掘
物
を
扱
ふ
業
者
は
す
べ
て
異
端
視
さ
れ
た

も
の
で
す
。（
後
略
） 

（「
お
茶
人
の
武
英
殿
観
」）

　
「
武
英
殿
」
で
の
〈
近
代
数
寄
者
〉
た
ち
の
反
応
は
「
私
」
＝
志
賀
と
共
通
し
て
い
た）

16
（

。「
私
」
と
〈
彼
ら
〉
の
感
性
は
「
私
」
が
想
定

し
て
い
る
ほ
ど
、
距
た
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
我
等
」
の
中
に
〈
彼
ら
〉
も
い
た
の
で
あ
る
。
永
井
善
久
が
引
用

し
た
冨
田
昇
の
指
摘
が
当
っ
て
い
る
と
い
う
し
か
な
い
だ
ろ
う
。「
す
く
な
く
と
も
こ
の
萬
暦
赤
絵
の
事
例
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
遠
く

い
に
し
え
の
日
本
の
茶
人
の
美
意
識
、
い
わ
ば
破
調
の
美
へ
の
傾
斜
に
連
続
し
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に
典
型
的
な
日
本
人
的
美
意
識

の
表
出
で
あ
る
」（「
山
中
商
会
展
観
目
録
研
究
・
日
本
篇
│
中
国
近
代
に
お
け
る
文
物
流
出
と
日
本
│
下
篇
（
後
）」「
陶
説
」
平
10
・

6
）。

　

こ
れ
は
、
世
界
的
な
〈
美
〉
の
潮
流
、
美
術
市
場
の
中
心
的
動
向
か
ら
、
当
時
の
日
本
の
多
く
の
蒐
集
家
が
外
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
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し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
日
本
の
美
術
市
場
が
ロ
ー
カ
ル
な
ル
ー
ル
で
動
い
て
い
た
と
い
う
、
笑
え
な
い
事
態
が
見
え
て
く
る
。

　

た
だ
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
白
樺
派
の
中
に
、〈
彼
ら
〉
の
代
表
的
な
存
在
が
い
た
こ
と
だ
。
世
界
的
な
美
術
市
場
の
中
で
蒐
集
家

と
し
て
注
目
さ
れ
た
細
川
護
立
で
あ
る
。

　

細
川
は
「
美
の
蒐
集
『
欧
州
周
遊
記
』」（
細
川
護
煕
編
『
美
に
生
き
た
細
川
護
立
の
眼
』
求
龍
堂
、
平
22
・
6
刊
）
の
中
で
、「
ペ
ル

シ
ャ
の
布
地
」
に
言
及
し
な
が
ら
こ
う
指
摘
し
て
い
た）

17
（

。「
日
本
に
お
い
て
種
々
の
蒐
集
、
殆
ど
そ
の
本
を
茶
に
発
す
る
が
故
に
世
界
の

美
術
に
つ
い
て
、
普
遍
的
な
る
鑑
賞
の
系
統
を
み
る
事
が
出
来
な
い
の
は
、
一
に
茲
に
起
因
す
る
。
自
分
が
日
本
に
お
い
て
茶
道
に
関
す

る
名
物
布
の
さ
す
が
に
先
人
の
深
き
趣
味
に
共
鳴
し
敬
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
一
方
に
或
る
種
の
偏
り
た
る
趣
味
に
関
し
大
多
の
遺
憾

な
き
を
得
な
い
次
第
で
あ
る
」。

　

細
川
自
身
は
大
正
十
五
年
五
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
万
国
議
員
商
事
会
議
に
貴
族
院
か
ら
派
遣
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
年
以
上
に

わ
た
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
て
、
美
術
の
研
究
・
鑑
賞
を
し
た
。
同
時
に
、
多
く
の
美
術
品
を
購
入
し
て
、
世
界
的
な
美
術
市
場
の

重
要
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
滞
欧
中
に
、
唐
三
彩
蓮
華
文
圏
足
盤
（
重
要
文
化
財
）
や
金
彩
鳥
獣
雲
文
銅
盤
（
国
宝
）
な

ど
を
購
入
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、
細
川
は
宋
の
磁
州
窯
を
代
表
す
る
白
地
黒
搔
落
牡
丹
文
瓶
、
清
の
康
煕
時
代
の
桃
花
紅
合
子
、
古

月
軒
の
粉
彩
西
洋
人
物
図
連
瓶
な
ど
、
志
賀
が
遠
ざ
け
た
も
の
を
蒐
集
し
て
い
た
の
で
あ
る）

18
（

。

　

竹
内
順
一
は
護
立
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「
世
界
的
な
意
味
で
の
本
流
を
行
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
美
か
ら
逃
げ
ず
に
格
闘
し
て

い
ま
す
。
茶
の
湯
に
由
来
す
る
味
も
の
の
や
き
も
の
は
、
良
い
と
い
っ
て
も
限
界
が
あ
る
。
世
界
レ
ベ
ル
の
普
遍
性
は
な
い
の
で
す
。
鑑

賞
陶
器
か
ら
出
て
き
た
青
山
二
郎
な
ど
に
し
て
も
、
付
随
す
る
言
葉
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
で
感
動
さ
せ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

彼
が
推
奨
す
る
や
き
も
の
自
体
は
さ
ほ
ど
と
も
思
わ
れ
な
い
も
の
が
多
い
。」（「
茶
の
湯
vs.
世
界
基
準　

細
川
家
の
茶
道
具
・
や
き
も
の

20
選
」『
細
川
家
の
7 

0 

0
年　

永
青
文
庫
の
至
宝
』
新
潮
社
、
平
20
・
10
刊
）
と
評
し
て
い
る
。



文
学
者
と
美
術
市
場
（
山
本
） 

一
七
五

　
「〝
白
樺
派
の
会
計
係
〞
を
自
任
し
て
い
」（
細
川
護
煕
「『
殿
様
』
の
思
い
出　

護
立
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
め
ぐ
っ
て
」
同
前
）
た
細
川
護

立
こ
そ
が
〈
彼
ら
〉
を
代
表
す
る
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
皮
肉
な
事
態
に
志
賀
が
気
づ
い
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
気
づ
い
て

い
た
ら
、「
萬
暦
赤
絵
」
に
描
か
れ
た
「
我
等
」
の
自
信
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
姿
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

細
川
護
立
の
経
済
力）

19
（

に
遠
く
及
ば
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
志
賀
自
身
は
〈
貧
乏
文
士
〉
と
比
較
す
れ
ば
、
段
違
い
の
経
済
力
を
持
っ
て
い

た
は
ず
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
以
前
に
、
志
賀
が
購
入
し
た
高
額
の
美
術
品
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
萬
暦
赤
絵
」

の
「
私
」
は
「
無
理
算
段
を
し
て
ま
で
買
ふ
気
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
も
の
は
欲
し
い
が
、
後
に
借
金
に
附
き
ま
と
は
れ
る
の
は
苦
痛
で

す
か
ら
、
さ
う
無
茶
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。」
と
述
べ
て
い
た
が
、
志
賀
の
実
態
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

管
見
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
二
例
で
あ
る
。
最
初
の
例
は
、
大
正
八
年
五
月
五
日
に
開
か
れ
た
末
松
謙
澄
の
売
立
て
会
（
末

松
青
萍
博
士
蒐
蔵　

聊
自
娯
洞
和
漢
書
画
入
札
）
で
購
入
し
た
「
蓮
鷺
図
」
で
あ
る
。
購
入
資
金
は
「
半
年
分
の
生
活
費
」（
武
者
小
路

実
篤
宛
書
簡
、
大
8
・
6
・
22
付
）
を
当
て
て
い
た
。
お
そ
ら
く
、
一
〇
〇
〇
円
前
後
だ
ろ
う
。
志
賀
は
原
稿
料
が
高
く
と
も
、
執
筆
量

が
少
な
い
た
め
、「
半
年
分
の
生
活
費
」
を
稼
ぐ
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
私
」
と
違
っ
て
、
志
賀
は

ほ
し
く
な
れ
ば
「
無
理
算
段
を
し
て
」「
買
ふ
」
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

二
例
目
は
昭
和
十
五
年
に
購
入
し
た
倪
雲
林
の
「
山
水
画
（
杜
陵
詩
意
図
）」
で
あ
る
。『
座
右
宝
』
に
も
掲
載
し
た
お
気
に
入
り
の
一

品
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
無
理
算
段
を
し
て
」
購
入
し
て
い
る
。

　

志
賀
は
若
山
為
三
宛
書
簡
で
「
実
は
無
理
算
段
を
し
て
、
長
尾
雨
山
さ
ん
の
倪
雲
林
を
貰
ふ
事
に
し
た
」（
昭
15
・
6
・
10
付
）
と
述
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べ
て
お
り
、
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
四
日
の
日
記
に
「
三
菱
信
託
、
世
田
谷
の
屋
敷
で
金
を
借
り
る
事
に
す
る
」
と
あ
っ
た
。
世
田
谷
の

新
居
を
担
保
に
し
て
二
万
円
前
後
の
資
金
を
用
意
し
た
と
思
わ
れ
る
。
二
万
前
後
と
推
測
し
た
の
は
、
新
居
の
値
段
が
「
三
万
五
千
円
」

（
昭
14
・
9
・
29
付
、
若
山
為
三
宛
書
簡
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

昭
和
十
四
年
か
ら
十
九
年
ま
で
は
、
文
学
書
を
軸
に
出
版
ビ
ジ
ネ
ス
が
好
調
だ
っ
た
。
多
く
の
小
説
家
は
経
済
的
に
潤
っ
て
い
た
が
、

志
賀
の
場
合
、
新
作
も
単
行
本
の
出
版
点
数
も
少
な
い
た
め
に
、
不
動
産
や
金
融
資
産
な
ど
の
運
用
に
よ
っ
て
、
資
金
を
作
り
出
す
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
計
画
的
に
資
金
を
調
達
し
た
と
い
え
る
が
、
倪
雲
林
の
「
山
水
画
（
杜
陵
詩
意
図
）」
の
た
め
に
準

備
で
き
た
の
は
数
万
円
止
ま
り
で
、
一
回
限
り
だ
っ
た
。

　

管
見
と
は
い
え
、
二
例
し
か
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
志
賀
が
潤
沢
な
購
入
資
金
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
購
入

資
金
が
少
な
け
れ
ば
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
自
ず
と
限
界
が
生
じ
て
し
ま
う
。〈
本
物
〉
は
高
価
な
の
で
あ
る
。
高
価
で
あ
る
こ
と
で
品

質
が
保
証
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
後
年
、
志
賀
が
購
入
し
た
倪
雲
林
の
真
贋
に
つ
い
て
疑
問
が
持
た
れ
た）

20
（

の
も
、
あ
る
意
味
で
、
必

然
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

志
賀
が
写
真
複
製
に
よ
る
『
座
右
宝
』
を
出
版
し
た
の
は
、
白
樺
派
ら
し
く
、
美
術
品
を
複
製
に
よ
っ
て
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
の
外
に
、
経
済
的
に
〈
本
物
〉
を
購
入
で
き
な
い
と
い
う
圧
倒
的
な
〈
現
実
〉
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
だ
ろ
う
。

　

志
賀
で
す
ら
〈
現
実
〉
の
壁
に
ぶ
つ
か
っ
て
跳
ね
返
え
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦
後
、
文
学
者
は
や
す
や
す
と
乗
り

越
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

川
端
康
成
は
、
池
大
雅
・
与
謝
蕪
村
の
「
十
便
十
宜
図
」（
昭
26
・
9
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
）
を
昭
和
二
十
二
年
十
月
に
購
入
す
る
。

小
谷
野
敦
・
深
澤
晴
美
編
『
川
端
康
成
詳
細
年
譜
』（
勉
誠
出
版
、
平
28
・
8
刊
）
に
よ
れ
ば
、「
古
美
術
商
の
田
島
か
ら
話
を
聞
い
た
翌



文
学
者
と
美
術
市
場
（
山
本
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一
七
七

日
、
長
谷
の
家
を
買
う
な
ら
金
を
出
し
た
い
と
言
っ
て
い
た
新
潮
社
へ
行
き
、
小
切
手
で
三
〇
万
円
を
用
意
し
た
」
と
い
う
。
新
潮
社
が

購
入
資
金
を
用
意
し
た
の
は
、
翌
二
十
三
年
五
月
か
ら
二
十
四
年
四
月
に
か
け
て
『
川
端
康
成
全
集
』
全
十
六
巻
が
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
「
十
便
十
宜
図
」
は
昭
和
八
年
十
月
十
一
日
に
行
な
わ
れ
た
「
続
雙
軒
庵
美
術
集
成
入
札
会
」
に
お
い
て
、
九
万
三
八
九
〇
円
で
落
札

さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
値
段
は
約
三
・
二
倍
の
上
昇
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
消
費
者
物
価
指
数
は
、
昭
和
八
年
が
一
・
九
九
、
二

十
二
年
が
二
二
四
・
一
で
、
約
一
一
二
・
六
倍
の
上
昇
で
あ
る
。
物
価
の
上
昇
に
美
術
品
の
値
段
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

川
端
は
自
己
資
金
で
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
出
版
社
か
ら
資
金
を
簡
単
に
調
達
で
き
た
。
一
方
、
新
潮
社
は
三
〇
万
円

を
投
資
し
て
も
容
易
に
回
収
で
き
る
と
判
断
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
財
産
税
に
よ
る
〈
彼
ら
〉
の
崩
壊
、
貧
富
の
差
の
縮
小
と
と
も
に
、

文
学
作
品
の
商
品
価
値
の
上
昇
そ
し
て
小
説
家
の
経
済
力
の
向
上
が
あ
っ
た
。
荒
正
人
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
小
説
家
は
も
う
貧
乏
で

あ
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小
説
を
書
く
と
い
う
仕
事
は
、
あ
た
れ
ば
有
利
な
事
業
に
匹
敵
す
る
」（「
現
代
の
英
雄
」『
小
説

家　

現
代
の
英
雄
』
光
文
社
、
昭
32
・
6
刊
）
の
で
あ
る
。

　

文
学
者
が
〈
美
〉
の
蒐
集
家
に
変
貌
で
き
た
の
は
、〈
本
物
〉
を
購
入
で
き
る
経
済
力
を
獲
得
し
た
か
ら
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

註（
1
）　

川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
水
原
園
博
編
『
巨
匠
の
眼　

川
端
康
成
と
東
山
魁
夷
』（
求
龍
堂
、
平
26
・
4
刊
）
が
く
わ
し
い
。

「
芸
術
新
潮
」
は
、
昭
和
47
年
2
月
に
「
志
賀
直
哉
を
め
ぐ
る
美
」、
同
年
6
月
に
「
川
端
康
成
の
『
座
右
宝
』」、
昭
和
58
年
5
月
に
「
小
林
秀
雄
を

囚
え
た
美
」
と
い
っ
た
特
集
を
組
ん
で
い
た
。

（
2
）　

文
学
者
の
経
済
力
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
カ
ネ
と
文
学　

日
本
近
代
文
学
の
経
済
史
』（
新
潮
選
書
、
平
26
・
3
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）　

週
刊
朝
日
編
『
値
段
の

明
治

大
正

昭
和
風
俗
史
』（
朝
日
文
庫
、
昭
62
・
3
刊
）
に
よ
る
。
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美
術
市
場
（
山
本
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一
七
八

（
4
）　

熊
倉
功
夫
『
近
代
茶
道
史
の
研
究
』（「
熊
倉
功
夫
著
作
集
」
第
三
巻
、
思
文
閣
出
版
、
平
28
・
11
刊
）、
第
四
章
「
近
代
茶
道
の
展
開
」
に
掲
げ

ら
れ
た
、「
明
治
初
期
か
ら
昭
和
初
年
に
至
る
間
の
売
立
て
か
ら
、
上
位
三
〇
位
ま
で
の
高
額
取
引
き
さ
れ
た
道
具
」
を
表
に
し
た
「
表
13
①
〜
④
」

に
よ
る
。
な
お
、
熊
倉
は
、「
近
代
の
道
具
鑑
賞
の
態
度
が
、
大
正
後
半
に
至
っ
て
茶
入
に
集
中
し
て
ゆ
く
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
大
正
10
年

前
後
の
ト
ッ
プ
は
「
大
名
物
国
司
茄
子
茶
入
」
の
20
万
円
で
、
ト
ッ
プ
10
に
茶
入
が
6
点
入
っ
て
い
た
。
平
均
価
格
は
約
一
三
万
二
四
八
円
で
あ
る
。

ま
さ
に
、〈
数
寄
〉
が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。
茶
碗
を
軸
に
し
た
現
在
の
感
覚
と
異
な
っ
た
〈
美
意
識
〉
で
市
場
が
動
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
5
）　

志
賀
直
三
の
回
想
『
阿
呆
伝
』（
新
制
社
、
昭
33
・
1
刊
）
に
よ
れ
ば
、
詐
欺
グ
ル
ー
プ
に
い
い
よ
う
に
操
ら
れ
て
空
手
形
を
乱
発
し
て
し
ま
い
、

結
局
、「
詐
欺
漢
と
し
て
、
二
ヶ
年
を
未
決
監
に
縛
ら
れ
」（「
妻
の
手
と
母
の
声
」）
た
。
そ
し
て
「
精
神
分
裂
症
」
と
い
う
診
断
を
受
け
て
「
前
科

者
に
は
な
ら
ず
に
済
ん
で
自
由
の
身
と
な
つ
た
」（
同
前
）。
阿
川
弘
之
に
よ
れ
ば
、
奈
良
に
転
居
し
て
い
た
義
母
浩
の
も
と
に
「
暴
力
団
や
暴
力
団

ま
が
ひ
の
高
利
貸
や
、
金
銭
上
志
賀
家
の
被
害
者
と
称
す
る
人
な
ど
が
、
度
々
押
し
か
け
」
て
、
志
賀
が
「
出
て
行
つ
て
応
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

（「『
萬
暦
赤
絵
』
と
『
阿
呆
伝
』」『
志
賀
直
哉　

上
』）
状
態
が
昭
和
8
年
初
め
か
ら
夏
頃
ま
で
続
い
た
。

（
6
）　

本
稿
は
永
井
論
文
に
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
7
）　

永
井
論
文
の
注
13
を
参
照
さ
れ
た
い
。
永
井
は
作
中
で
言
及
さ
れ
る
「
萬
暦
赤
絵
」
の
花
瓶
の
モ
デ
ル
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
8
）　

本
稿
は
石
濤
や
コ
ロ
ー
な
ど
を
含
め
て
、
志
賀
が
興
味
を
示
し
て
い
た
美
術
品
を
総
合
的
に
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
た
め
に
十
分
な
調
査
が
で
き
な
か
っ
た
。
別
稿
で
あ
ら
た
め
て
考
察
し
た
い
。

（
9
）　

く
わ
し
く
は
拙
著
『
カ
ネ
と
文
学
』
の
第
四
章
「
円
本
ブ
ー
ム
の
光
と
影
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）　

武
者
小
路
実
篤
は
昭
和
4
年
7
月
24
日
付
、
志
賀
宛
書
簡
で
、
志
賀
か
ら
の
資
金
援
助
を
前
提
に
出
版
社
を
立
ち
あ
げ
る
相
談
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
里
見
弴
は
昭
和
6
年
1
月
12
付
、
志
賀
宛
書
簡
で
、
原
稿
の
依
頼
が
全
く
な
い
「
無
収
入
同
然
」
の
窮
状
を
訴
え
て
、
冗
談
め
か
し
て
、
2
万

円
の
投
資
を
ほ
の
め
か
し
て
い
た
。
昭
和
9
年
1
月
25
日
付
、
峯
専
治
宛
書
簡
に
は
「
今
余
分
の
金
も
な
く
、
そ
れ
に
近
頃
借
金
の
申
込
み
が
非
常

に
多
く
、（
金
が
余
つ
て
ゐ
る
と
で
も
思
ふ
ら
し
く
）
貸
せ
ば
今
度
は
直
ぐ
自
分
が
借
り
ね
ば
な
ら
ぬ
状
態
で
一
切
貸
さ
ぬ
事
に
し
て
ゐ
る
の
で
不

悪
」
と
あ
っ
た
。

（
11
）　

小
田
部
雄
次
「
大
売
立
の
時
代
」（『
美
術
商
の
百
年
│
東
京
美
術
俱
楽
部
百
年
史
』
東
京
美
術
俱
楽
部
・
東
京
美
術
商
協
同
組
合
、
平
18
・
2

刊
）
に
よ
れ
ば
、
松
方
侯
爵
家
は
十
五
銀
行
破
綻
の
責
任
を
取
っ
て
、
爵
位
を
返
上
し
、
昭
和
3
年
3
月
26
日
、
4
月
9
日
に
売
立
て
会
を
行
な
っ

た
。
島
津
公
爵
家
も
昭
和
3
年
5
月
28
日
、
4
年
3
月
4
日
に
売
立
て
会
を
行
な
い
、
昭
和
3
年
の
総
売
上
額
は
一
〇
六
万
二
〇
七
〇
円
だ
っ
た
。



文
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一
七
九

「
鹿
児
島
県
所
在
の
保
安
林
と
宅
地
、
時
価
三
十
五
万
円
を
世
襲
財
産
か
ら
解
除
し
て
、
被
害
の
補
塡
を
し
た
」
と
い
う
。
村
井
家
は
「
麴
町
永
田

町
の
邸
宅
を
処
分
す
る
な
ど
私
財
を
全
部
提
供
し
、
東
京
で
昭
和
二
年
九
月
二
六
日
と
昭
和
三
年
一
二
月
二
四
日
の
二
回
、
京
都
で
年
月
不
詳
だ
が

長
楽
館
に
て
一
回
売
立
を
し
た
」。
東
京
の
第
一
回
売
立
て
の
総
売
上
額
が
三
〇
万
六
〇
〇
円
と
な
っ
た
。

（
12
）　

阿
川
『
志
賀
直
哉　

上
』「
沼
の
ほ
と
り
」「
昭
和
初
年
」、
及
び
、
阿
川
の
推
測
を
検
証
し
た
拙
稿
「〈
経ホ

モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス

済
人
〉
と
し
て
の
志
賀
直
哉
」

（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
」
令
2
・
3
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
13
）　

以
下
の
記
述
は
、
拙
稿
「〈
経
済
人
〉
と
し
て
の
志
賀
直
哉
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
14
）　

た
だ
し
、
柳
が
賞
賛
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
「
初
代
の
茶
人
た
ち
」（「
雑
器
の
美
」「
越
後
タ
イ
ム
ス
」
大
15
・
9
・
19
、
引
用
は
岩
波
文
庫

『
民
藝
四
十
年
』
に
よ
る
）
だ
っ
た
。「
今
は
茶
室
を
造
る
に
も
数
寄
を
こ
ら
す
が
、
そ
の
風
格
は
賤
が
家
に
因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
今
も
田
舎
家
は

美
し
い
。
茶
室
は
清
貧
の
徳
を
味
わ
う
の
で
あ
る
。
今
は
茶
室
に
お
い
て
富
貴
を
誇
る
が
、
末
世
の
誤
り
を
語
る
に
過
ぎ
ぬ
。
今
や
茶
道
の
真
意
は

忘
れ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。『
茶
』
の
美
は
『
下げ

手て

』
の
美
で
あ
る
。
貧
の
美
で
あ
る
。」（
同
前
）
と
あ
る
よ
う
に
、〈
近
代
数
寄
者
〉
は
批
判
の

対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。
な
お
、
永
井
善
久
も
前
掲
論
文
の
注
25
で
、
柳
の
志
賀
に
与
え
た
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
15
）　

現
時
点
で
、
広
田
の
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
時
期
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。

（
16
）　

永
井
善
久
が
前
掲
論
文
で
、「
萬
暦
赤
絵
」
の
「
私
」
が
武
英
殿
で
「
何
の
感
動
を
も
受
け
な
か
つ
た
」
こ
と
は
志
賀
の
日
記
「
満
洲
旅
行
」
の

昭
和
5
年
1
月
19
日
の
記
述
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
17
）　

こ
の
文
章
は
「
口
述
筆
記
で
遺
さ
れ
て
い
た
手
稿
原
稿
を
も
と
に
起
こ
さ
れ
た
も
の
」
で
、「
一
九
三
八
年
五
月
十
一
日
の
日
付
で
遺
さ
れ
た
同

内
容
の
タ
イ
プ
版
英
文
原
稿
」（「
解
題
」『
美
に
生
き
た
細
川
護
立
の
眼
』）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
13
年
ま
で
に
成
立
し
た
と
判
断
で
き
る
。

（
18
）　
「
萬
暦
赤
絵
」
の
「
私
」
は
「
支
那
古
陶
金
石
展
観
」
の
目
玉
の
一
つ
だ
っ
た
「
周
銅
、
漢
銅
の
類
」
も
「
親
し
め
な
か
つ
た
」。「
私
」
は
「
銅

器
に
惹
か
れ
」
た
も
の
の
、「
い
さ
さ
か
圧
倒
さ
れ
」
て
し
ま
う
。「
日
常
に
使
用
し
て
ゐ
た
人
間
の
生
活
」
を
「
全
く
」「
想
像
出
来
」
ず
、「
何
か

親
し
め
」
ず
、「
様
子
の
知
れ
な
い
不
安
」
を
感
じ
て
い
た
。
し
か
し
、
古
代
中
国
の
青
銅
器
も
、
実
業
家
た
ち
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
て
い
た
。
住

友
財
閥
の
一
五
世
住
友
吉
左
衛
門
友
純
の
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
有
名
で
あ
る
。
広
田
不
孤
齋
の
引
用
に
根
津
嘉
一
郎
が
中
国
正
統
の
美
術
を
蒐

集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、〈
数
寄
〉
の
対
象
は
茶
道
具
だ
け
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。〈
近
代
数
寄
者
〉
た
ち
が
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
も
世
界
的
な
美
術
市
場
に
参
入
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
曽
布
川
寛
監
修
『
中
国
書
画
探
訪　

関
西
の
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』

（
二
玄
社
、
平
23
・
1
刊
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。
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一
八
〇

（
19
）　
『
日
本
紳
士
録
』
に
記
載
さ
れ
た
細
川
護
立
の
所
得
税
は
、
大
正
3
年
に
侯
爵
を
襲
爵
し
貴
族
院
議
員
と
な
っ
て
以
降
、
五
桁
を
下
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
12
版
（
大
4
刊
）
で
一
万
三
八
五
四
円
、
31
版
（
昭
2
刊
）
で
七
万
五
六
七
一
円
、
33
版
（
昭
4
刊
）
で
一
〇
万
五
九
七
五
円
、
35
版

（
昭
6
刊
）
で
八
万
六
六
九
円
、
37
版
（
昭
8
刊
）
で
六
万
三
一
九
五
円
、
39
版
（
昭
10
刊
）
で
六
万
九
一
三
一
円
だ
っ
た
。
円
本
ブ
ー
ム
で
儲
か

っ
て
い
た
新
潮
社
社
長
佐
藤
義
亮
で
も
33
版
（
昭
4
刊
）
の
三
万
二
四
七
一
円
が
最
高
だ
っ
た
。
文
学
者
や
出
版
関
係
者
で
細
川
護
立
を
凌
駕
で
き

た
の
は
講
談
社
の
野
間
清
治
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ろ
う
。

（
20
）　

阿
川
弘
之
に
よ
れ
ば
（「
訃
報
頻
々
」『
志
賀
直
哉　

下
』
岩
波
書
店
、
平
6
・
7
刊
）、
安
倍
能
成
が
昭
和
21
年
に
「
帝
室
博
物
館
の
館
長
に
就

任
し
た
時
」、
志
賀
は
「
倪
雲
林
」
を
「
博
物
館
に
寄
贈
し
た
」。
し
か
し
、「
展
示
さ
れ
る
気
配
」
が
な
か
っ
た
た
め
、「
問
合
せ
て
み
る
と
、
館
の

専
門
家
が
鑑
定
の
結
果
、
倪
雲
林
の
真
筆
で
は
な
い
、
も
う
少
し
時
代
が
下
る
や
う
だ
と
結
論
が
出
て
、
展
示
を
見
合
わ
せ
て
ゐ
る
と
の
答
が
返
つ

て
来
た
。」
と
い
う
。
た
だ
し
、
阿
川
は
「
伝
倪
雲
林
」
と
し
て
一
般
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
た
。


	空白ページ
	空白ページ



